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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳 

大
問
二
二
（
出
典
：『
伊
勢
物
語
』） 

◎
品
詞
分
解
（
名
詞
は
基
本
的
に
非
表
示
。
非
活
用
語
は
基
本
的
に
初
出
の
み
。
同
色
の
助
詞
は
同
内
容
を
示
す
。） 

昔
、
若
き

ク

・

体

男
、
け

し

う

シ
ク
・
用
（
ウ
音
）

は係
助

あ
ら

ラ
変
・
未

ぬ
打
消
・
体

女
を格

助

思
ひ

ハ
四
・
用

け
り

過
去
・
終

。
さ
か
し
ら
す
る

サ

変

・

体

親
あ
り

ラ
変
・
用

て接
助

、「
思
ひ
も係

助

ぞ係
助

付
く

カ
四
・
体

」
と格

助

て
、
こ

の

格
助
（
体
修
）

女
を

ほ
か
へ格

助

追
ひ

ハ
四
・
用

や
ら

ラ
四
・
未

む
意
志
・
終

と

す
サ
変
・
終

。
さ副

こ
そ

係

助

い
へ

ハ
四
・
已

、
ま
だ

副

追
ひ

ハ
四
・
用

や
ら

ラ
四
・
未

ず
打
消
・
終

。
人
の
子
な
れ

断
定
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

、
ま
だ
心
に格

助

勢
ひ
な
か
り

ク

・

用

け
れ

過
去
・
已

ば
、

留
む
る

マ

下

二
・

体

勢
ひ
な
し

ク

・

終

。
女
も係

助

卑
し
け
れ

シ

ク

・

已

ば
、

争

ふ

す
ま
ふ
（
ハ
四
・
体
）

力
な
し

ク

・

終

。
さ
る

ラ
変
・
体

間
に
、
思
ひ
は係

助

い
や

接

頭

ま
さ
り

ラ

四

・

用

に
ま
さ
る

ラ

四

・

終

（
※
１
）。
に
は
か
に

副

、

親
、
こ
の
女
を格

助

追
ひ

ハ
四
・
用

う
つ

タ
四
・
終

。
男
、
血
の
涙
を格

助

流
せ

サ
四
・
已

ど
も

接

助

、
留
む
る

ラ

下

二
・

体

よ
し
な
し

ク

・

終

。

率
ワ
上
一
・
用

て
出
で

ダ
下
二
・
用

て
往
ぬ

ナ
変
・
終

。
男
、
泣
く
泣
く

副

詠
め

マ
四
・
已

る
完
了
・
体

。 

出
で

ダ
下
二
・
用

て
往
な

ナ
変
・
未

ば

接
助
（
順
仮
）

誰
か係

助

別
れ

の

格
助
（
主
格
）

難
か
ら

ク

・

未

む
推
量
・
体

あ
り

ラ
変
・
用

し
過
去
・
体

に
ま
さ
る

ラ

四

・

体

今
日
は係

助

悲
し

シ
ク
・
終

も係
助 

と
詠
み

マ
四
・
用

て
、
絶
え

ヤ
下
二
・
用

入
り

ラ
四
・
用

に
完
了
・
用

け
り

過
去
・
終

。
親
慌
て

タ
下
二
・
用

に
完
了
・
用

け
り

過
去
・
終

。「
な
ほ

副

思
ひ

ハ
四
・
用

て
こ
そ

係

助

言
ひ

ハ
四
・
用

し
か

過
去
・
已

、
い
と

副

か
く

副

し副
助

も係
助

あ
ら

ラ
変
・
未

じ

打
消
推
量
・
終

」
と
思
ふ

ハ
四
・
体

に

接
助
（
逆
確
）

、
真
実
に

副

絶
え

ヤ
下
二
・
用

入
り

ラ
四
・
用

に
完
了
・
用

け
れ

過
去
・
已

ば
、
惑
ひ

ハ
四
・
用

て
願
立
て

タ

下

二
・

用

け
り

過
去
・
終

。
今
日
の
入
相
ば
か
り

副

助

に
絶
え

ヤ
下
二
・
用

入
り

ラ
四
・
用

て
、
ま
た
の
日
の
戌
の
時

ば
か
り

副

助

に
な
む

係

助

か
ら
う
じ
て

副

生
き

カ
上
二
・
用

出
で

ダ
下
二
・
用

た
り

完
了
・
用

け
る

過
去
・
体

。
昔
の
若
人
は係

助

、
さ
る

ラ
変
・
体

好
け

カ
四
・
已

る
存
続
・
体

物
思
ひ
を
な
む

係

助

し
サ
変
・
用

け
る

過
去
・
体

。
今
の
翁
、
ま
さ
に

副

し
サ
変
・
用

な
む

係

助

や係
助

。 

 

※
１
：
一
般
に
格
助
詞
「
に
」
の
接
続
は
体
言
な
い
し
連
体
形
と
さ
れ
る
が
、「
泣
き
に
泣
く
」
な
ど
同
じ
動
作
を
重
ね
て
強
調
す
る 

場
合
は
、
連
用
形
接
続
と
な
る
。 

 

◎
現
代
語
訳
（
『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
３
０ 

古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
参
照
） 


